
 

 

 

講座「ネット空間における法教育の在り方を考える」の開催について 

 

1.主催 法関連教育教材開発研究会・ネット空間における法教育科研研究グループ 

2.後援 法と教育学会 

3.講座の趣旨 

これまでの法教育研究は、その多くが教材・授業開発研究であり、具体的には「模擬裁判」

や「日常生活問題」を取り上げた授業づくりが多く行われてきました。他方で、現代社会で

は、「日常生活問題」にネット空間が入り込んでいます。ネット空間では、問題の当事者が

確定している民法上の問題とは異なり、当事者が不特定多数であり、誹謗中傷といった問題

が中心となっています。これまでの法教育研究は、そのネット空間問題について、中心的な

課題として取り上げることが少なかったと考えます。現代社会の状況を踏まえ、これまでの

法教育研究の研究領域を日常生活問題からネット空間問題へと拡げていく必要があり、法

教育の在り方を改革する必要が生じていると考えています。そういった問題意識から、「ネ

ット空間における法教育の在り方を考える」ための講座を今年度行いたいと考えています。

具体的には、情報学を専門とする宇田川敦史准教授（武蔵大学）及び情報法を専門とする水

谷瑛嗣郎准教授（慶應義塾大学）を講師にお招きし、「ネット空間と法」に関する様々な知

見を提供いただき、ともに学ぶ機会を設けるということになります。そうすることによっ

て、「ネット空間における法教育の在り方」を考えるきっかけとしたいと考えています。 

 

3.講座の日取り 

第 1 回 9 月 19 日（土）10:00～11:30 

第 2 回 10 月 17 日（土）13:00～14:30 

第 3 回 11 月 21 日（土）10:00～11:30 

第 4 回 12 月 5 日（土）13:00～14:30 

第 5 回 12 月 19 日（土）10:00～11:30 

 

4.会場 

 Zoom（完全オンライン） 

 ZoomID 等については、申込者に直接通知します。 

 

5.各回の講座のテーマについて 

（1）（仮）デジタル・プラットフォームの仕組みと経済（宇田川・水谷） 



 趣旨：アテンション・エコノミー環境において、デジタル・プラットフォーム企業がどの

ような経済原理でソーシャルメディア等を運営し、広告やプライバシーにおいてどのよう

な問題が生じているか、フィルターバブル、エコーチェンバーを拡大するアルゴリズムの問

題について整理し、その教育的課題について議論する。 

（2）（仮）インフラ化するプラットフォームとメディア・リテラシー（宇田川） 

 趣旨：デジタル・プラットフォームが普及しインフラとなっていく一方で、AI などの新

しい技術が次々に導入され、複雑化する一方のメディア環境に対しどのようなメディア・リ

テラシーが求められるか。変化に対応しうるリテラシー教育の可能性について議論する。 

（3）誹謗中傷・フェイクニュース・ヘイトスピーチとメディア法（水谷） 

 趣旨：ソーシャルメディア上で誹謗中傷を見かけたことはありませんか。現在の日本の法

制度は、誹謗中傷、フェイクニュース、ヘイトスピーチにどのように対応しているのか。今

般、新しく改正された情報流通プラットフォーム対処法の仕組みも含めて議論します。 

（4）（仮）ソーシャルメディアと青少年保護（水谷） 

 趣旨：オーストラリアでは、ソーシャルメディア事業者に 16 歳未満の利用制限と厳格な

年齢確認システムの採用を義務付ける法律がつくられました。それ以外の国々でも規制が

進み、日本も議論を始めています。子どもたちを「デジタル無菌室」に入れてしまうことの

是非や、どのような制度設計が必要なのかについて議論します。 

（5）（仮）高校生に考えてもらいたい。ネット空間の法的・教育的課題（宇田川、水谷） 

 趣旨：高校生のソーシャルメディアの利用状況を概観しつつ、ソーシャルメディアの現在

地、偽・誤情報、アテンション・エコノミーの問題が高校生の情報摂取、コミュニケーショ

ンにどのような課題をもたらしているかを議論し、高校生が身につけるべき観点や要素に

ついて検討する。 

 

6.参加料 無料 

 

7.申込先 

 福井大学教育学部 橋本康弘 yhasimot★u-fukui.ac.jp 

 ★をアットマークにしてください。 

mailto:yhasimot@u-fukui.ac.jp

